














































































の体色 ･模様 ･角の形 ･他の身体部位の特徴
･性格などのどれか一つに因んで個体名を付
ける｡こうした家畜の命名法は､東アフリカ
の牧畜民に広く見られる事が知られている｡
一部には､家畜のこうした名前は本当は名
前ではなく､範噂なのだという議論がある｡
だが､キブシギスでは牛のどの特徴にちなん
で命名するかは命名者の主体的な判断による｡
だから､最も顕著な客観的特徴が命名の根拠
になるとは限らない.つまり､一元的な命名
基準は存在しないのだ｡その結果､キブシギ
スでは､実際の名前を知らない者がたまさか
ある家畜の叙述に用いる範噂名と､特定の個
体の名前とが一致しない場合が少なくない｡
北西ケニアに住む東ナイル語系の牧畜民
トゥルカナでも､事情は同じだ｡家畜の個体
名が命名対象の属性といかに関連しているか
は､命名者に直に尋ねなければ分からない｡
例えば､ある植物を指す普通名詞に由来する
個体名をもつ家畜の場合､命名の由来は､
①その植物の近くで生まれた､②体色か模様
がその植物の花か実に似ている､③この植物
に由来する個人名を持つ人物に因んで名付け
た､等々が考えられる [太田至 ｢家畜の個体
名はいかに付与されるか｣､和田正平 (編)
『アフリカ 民族学的研究』,1987]｡
キブシギスの場合､どの範噂名を特定の家
畜の個体名として選ぶかは､概家畜管理の便
宜に関わっている｡つまり､慣行に則って
様々な友人から預託された個体同士の区別や､
それらと自家の家畜の区別を初めとして､認
知上の諸々の配慮が要請されるからだ｡
繰り返そう｡それぞれの分類名称は､客観
的な妥当性のゆえに自動的に家畜の個体名と
なるのではなく､主観的な命名の結果として
特定個体の名前になるのである｡
個人名の選択､個体名の選択
ただし､この事情は苗字や家畜名に限らず､
人の個人名についても同様に言える｡
仮に誕生の状況に因んで子供に命名すると
いうアフリカに広く見られる慣行を､キブシ
ギスの男児を想定して､この脈絡で考えて見
よう｡もし､雨季1)の昼下がり2)､難産の末
に3)戸口の近くで4)生まれたとする｡そし
て､母親は妊娠を促すために在来の薬を服用
していた5)としよう｡また､その日は加入札
の日に近く6)､儀礼用のビールが醸し上がり
つつあり7)､来客があった8)とする｡
すると､控えめに見積もっても､この赤ん
坊の ｢粥名｣(幼名の-つ)は､上記それぞ
れの状況に因んで､ 1)Kiprop,2)Kibet,
3)Kiptanui,Kipchirchir,4)Kipkurgat,
5)Kipkerich,6)Kiptun, 7)Kibore,
8)Kiptooなどが候補となる｡両親は､(夫
婦は伴侶の幼名や､それに含まれる語嚢を口
にしてはならないので)父親や赤ん坊の同腹
･異腹の兄弟の粥名と重ならない名前の一つ
を選び出すだろう｡
東北ケニアに住むクシュ系のガプラ人とタ
ンザニアに住む南ナイル語系のダ トー ガ人は､
共に家畜の個体名を 母`系的"に継承する
[Imai,Ⅰ."SmallStockManagementandthe
GoatNamingSystemofthePastoralGabra",
AfhLcan5hめ′MoTWgraPhs,SuppleTnentaJツ
Issuei,1982, 梅樟忠夫 ｢Datoga牧畜社会
における家族と家畜群｣､川喜多二郎 ･梅樟
忠夫 ･上山春平 (編)『人間一人類学的研
究』､1996)]｡家畜を諸価値の中核とする
人々の間では､人間の名付けも家畜の名付け
も大差はない｡最大の違いは､名前を国家に
登録されたのが人間だけという事である｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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